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釧路市立清明小学校 
全校児童数  354名（男子167名 女子 187名） 

教職員数  35名  

体育授業の充実 

１ 児童の資質・能力の育成に向けた１人１台端末を活用し課題解決を図る取組 

表現運動「ソーラン節」において、児童が自ら課題を見付け、試行錯誤しながら解決する力

を育成するために、１人１台端末を活用した。 

児童がソーラン節の文化的な背景や曲調等を理解したり、映像を見て踊りのイメージを捉え

たりした後、1人1台端末を活用して自身の動きを撮影し、課題を見いだすための分析や解決

のための工夫改善に取り組む活動を繰り返し位置付けたことにより、児童は、自身の動きの変

容に気付いたり、練習方法を工夫したりするなど、主体的に学習に取り組む態度の育成に繋げ

ることができた。また、ワークシートを記録として蓄積し、振り返りで活用することにより、

次時へのめあてに繋げることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

２ 児童の資質・能力の育成に向けた協働的な学びを創出するための取組 

  器械運動において、運動の行い方を理解し、友達との教え合いの 

充実を図るため、１人１台端末を活用した。児童が手本となる動画 

で動きのコツを理解した後、児童同士で動画を繰り返し視聴したり、 

コマ送り再生で見たりしながら話し合う活動を位置付けることによ 

り、視点を絞って効果的に話し合うことができた。また、教え合い 

が活性化したことにより、積極的に運動する児童が増えた。 

目指す子どもの姿 

・友達と関わり合いながら運動することの楽しさや喜びを味わうことができる子 

・健康と運動の関わりに気付き、自身の健康維持・増進に対する意識を高めることができる子 

 

【課題把握のための動画撮影】   【自身の目指す動きと実際の動きの比較】   【動きの改善】 

網を引っ張る力が

足りなかったから、体

をもっと使う。全体的

に低さが足りなかっ

たから、注意する。 

【児童のワークシートの記述】 

 

【動画を視聴しながら交流する様子】  
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１ 教員の指導力の向上に向けた取組 

１単位時間をデザインする力の向上を図るため、「主運動に関わる体つくり運動」→「課題 

提示」→「主運動・関わり合い」→「振り返り」を基本的な１単位時間の体育授業の学習過程

として設定し、全ての教員が実践できるよう３年間を見通して段階的に取り組んだ。専科教員

が師範授業をしたり、意図を明確にした T１・T２の役割分担をしたりしたことにより、学級

担任が児童の実態を踏まえた学習活動の工夫や、運動が苦手な児童への効果的な支援ができる

ようになるなど、指導力が向上した。また、学級担任が既存の単元計画を参考に指導と評価の

一体化を図った単元計画を構想することで、単元全体をデザインする力が高まった。 

 

 

 

 

成果と課題 

〇 ３年間を見通して教員の指導力向上に向けた授業改善を推進したことにより、単元全体で資質・

能力を育成することや指導に生かす評価と記録に残す評価について学校全体で共有することがで

きた。 

〇 新体力テストでは、全学年で男女共に全国平均と同様もしくは上回る結果となった種目が複数見

られた。 

● シャトルラン、50ｍ走、立ち幅跳び等、脚力を必要とする種目において、多くの学年で全国平

均を下回った。この３種目に課題が見られた学年の児童は、肥満者の割合が他の学年よりも高い傾

向が見られたことから、体力向上だけではなく、保護者と連携し、生活習慣の改善に取り組む必要

がある。 

 

 

 

 

青：全国平均以上 赤：全国平均未満 

【第５学年における新体力テストの結果及び全国平均との比較】 

体育授業以外の体力向上に向けた取組 

【３年間を見通した指導力向上に向けた取組のイメージ図】 

 


